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Abstract

This short essay is a document with photo-snaps when my walking through the bronze statues of 

Midosuji-sculpture-street and One Piece Kumamoto revival project. Continuing on from the previous 

issue, I would like to consider the sculptures in Japan, using Nodoka Odawaraʼs paper of  “for the good 

of sculpture in Japan” in Matters of Sculpture as a clue.
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はじめに。
前号 12 号において筆者は小田原のどか

氏による論考「この国の彫刻のために」
『彫刻の問題』（白川昌生・金井直・小田
原のどか著、2017 年、トポフィル）に登
場する長崎の平和公園のモニュメントを実
際歩き、そこで自分が何を感じ、体験した
かについて、小論を認めた 1。筆者はこの
『彫刻の問題』を読む以前より、いつから
か「銅像」が気になりだしており、この本
が好機となり、実際にこの本を読み終わっ
た後、前号 12 号を脱稿後も「銅像」巡り
のフィールドワークを続けている。

以上の経緯より、本稿のタイトルを「銅
像を歩く。」とし、副題に「小田原のどか
「この国の彫刻のために」『彫刻の問題』
を歩く（つづき）」と添えた。

したがって今回も、小田原氏の論考を手
掛かりにしながら、それが動機と言っても
いいが、自分の「銅像」巡りのフィールド
ワークを通して、「この国の彫刻」につい
て思いを巡らし、歩き、考えた内容をまと
めてみたい。

　
１．「彫像建立癖 statuemania」の渦中？

小田原のどか氏はその論考の中で、長崎
の《平和祈念像》を含めた平和公園のモ
ニュメントに続き、「平和という名の彫刻
は、長崎以外にも日本中の公共空間に存在
している」とし、それらのほとんどが裸体
の 女 性 像 で あ る と 指 摘 す る（小 田 原
2017：39 頁）。その平和という名の裸婦像
の普及は、東京・三宅坂交差点の《平和の
群像》（図 1）を起点とし、それ以後、日
本の銅像が男性の軍人像から女性の裸体像

／平和の彫刻への切り替えは円滑に行われ
たようにみえ、平和の裸婦像は瞬く間に日
本中に普及した（小田原2017：39-40頁）。

こうした彫像の乱立の現象にかつて名を
与えたのがフランスの近代史家モーリス・
アギュロンであった。アギュロンは 18 世
紀にフランスで起こった都市における彫像
の氾濫を「statuemania 彫像建立癖」と名付
けた（小田原 2017：41 頁）。これに対し、
美術評論家ロザリンド・E・クラウスは氏
の論考「展開された場における彫刻」にお
いて、オーギュスト・ロダンの《地獄の
門》《バルザック像》の失敗と、《考える
人》の誕生および台座の喪失から、彫刻の
モダニズムが起こったと唱えた（R・クラ
ウス 2007：70-71 頁）。これについて小田
原氏はこの現象は、モニュメントという文
脈との別離から、「彫像建立癖」の終焉と
ともに起きた出来事のように思えると述べ
ている（小田原2017：41頁）。

そして、氏は日本の情況も、公共空間の
彫刻も台座を失う道程だとする（小田原
2017：41-42 頁）。実際筆者がフィールド
ワークした大阪商工会議所の３会頭の銅像
（初代・五代友厚、第７代・土居通夫、第
10 代・稲畑勝太郎）（図 2）や鹿児島の朝
倉文夫作の「島津斉彬公之像」（図 3）は
記念碑的な役割を持ち、堅牢な立派な石組
みの台座が彫像を支えており、その台座に
は彫像の名称とともに碑文を有するのが通
例となっている。まさに碑文を記された台
座がその像を担保するものとなっており、
台座が本体とも言えるのである（図２、図
３）。

前述の《平和の群像》以後、小田原氏は
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戦後の野外彫刻はあるときから平和や何か
を顕彰・記念するための「碑」としてでは
なく、「街の美化」や「地域活性」の目的
で建てられるようになり、記念碑にとって
最も重要な碑文（像がその場にある理由）
と、碑文が記された台座を失ったと指摘
し、さらに今日においては「彫像建立癖」
の終焉かといえば、漫画やアニメのキャラ
クターの銅像の建立が相次いでいる情況は
「彫像建立癖」の渦中であるとしている
（小田原2017：42-43頁）。

実際に筆者が実見した熊本市内の白川に
架かる長六橋に設置された四体の裸婦像に
も、《遥》、《みなも》、《香魂》、《芽生え》
といった抽象的なタイトルと作者の記した
キャプションのみがみられるだけで、碑文
を記した立派な台座は見当たらず（図
4）、橋ともに熊本の日常の風景の中に佇ん
でいる。

以下、筆者が実際フィールドワークを
行った大阪の「御堂筋彫刻ストリート」と
熊本の「ワンピース熊本復興プロジェク
ト」の銅像を事例に挙げ、日本の野外彫刻
が裸婦像、さらには漫画やアニメのキャラ
クターにその内容がシフトし、現在も「彫
像建立癖」の渦中にある事実を確認し、そ
の現象について私見を述べてみたい。

２．御堂筋彫刻ストリートを歩く。
2018 年 3 月 28 日（水）～29 日（木）の

二日に亘って、大阪の中心部を南北に走る
御堂筋（地下鉄淀屋橋駅～心斎橋駅）の東
西の両側の歩道に設置された「御堂筋彫刻
ストリート」の計 29 の彫刻（東側 15 体、
西側 14 体）を歩き（御堂筋彫刻ストリー

トマップ参照）、全作品を撮影した（【御堂
筋彫刻ストリート作品集 W01-14】、【御堂
筋彫刻ストリート作品集E01-15】2を参照）。

この大阪のメインストリートである御堂
筋淀屋橋から心斎橋の両側（東西）の歩道
に設置された彫刻は 1992（平成 4）年以降
大阪市の主導で設置されたものである。大
阪市が発行する御堂筋彫刻ストリートリー
フレットによると、「大阪市では大阪のメ
インストリートである御堂筋を市民や国内
外からの来訪者に親しまれるアメニティ豊
かな芸術文化軸としていくため、沿道企業
等からの寄付により、世界にも一級品であ
る彫刻を設置していく「御堂筋彫刻スト
リート」の整備を進めています。」」とあ
る。

1992 年、大阪市は「御堂筋都市彫刻設
置検討委員会」を設置し、彫刻作品は、大
阪市の市民生活都市像を象徴的に表すもの
として、「人間賛歌」を主テーマとし、「人
体」をモチーフとする。作品収集の方法は
原則として、大阪市が御堂筋の沿道の企業
より寄贈を受けるもの（寄贈した企業につ
いては図版を参照のこと）であった。

形状は高さが台座の高さを含め全体で約
２m（彫刻全体の高さはおおよそ１m 以
上）、幅は台座の約 60cm～80cm 程度であ
り、そのグレードは、抽象・具象、国内・
国外を問わず芸術性の高いもの、その作品
選定は市が設置する「御堂筋都市彫刻設置
検討委員会」の承認を必要とし、その設置
は大阪市が行う。

彫刻の設置計画概要については事業区域
は御堂筋の土佐堀通りから長堀通りまでの
区間延長約２km。その設置場所としては
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原則として１街区に１点、土佐堀通りから
中央大通りまでの区間では両側歩道の車道
よりに設置し、中央大通りから長堀通りま
での区間では企業の敷地内の歩道際に設置
するとある。（以上は https://www.midosuji.

biz/intro/sculp.htmlを参照。）
そうした事業計画のもと、オーギュス

ト・ロダン作《イヴ》（大阪瓦斯株式会社
の平成 4（1992）年８月）が第 1 作目で、
平成21（2009）年５月の寄贈のオシップ・
ザツキン作《女のトルソ》が 29 点目で最
後であった。作家に関しても、ロダン、ブ
ルーデル、クロチェッティ、J・デ・キリ
コ、H・ムーア、日本の作家では高村光太
郎、佐藤忠良、舟越保武、富永直樹、中村
晋也と近代から現代までの彫刻の巨匠たち
が名を連ねている。これら彫刻の一大コレ
クションが、大阪のメインストリートであ
る御堂筋沿い、東西の歩道に 29 作品が設
置されているのである。

これだけの作品が本来あるべき美術館で
の展示であれば、肯けるのであるが、実際
歩いてみて、感じたことは、中央大通りか
ら長堀通りの作品は沿道の寄贈した企業の
敷地内の歩道際に設置されているので、ま
だ鑑賞にたえる設置になっているが、その
北側の淀屋橋方面の作品は歩道の車道側に
設置されているため、沿道の企業や店舗に
出入りする運送会社の車や自転車、通りを
行き交う大量の人々や車といった日常の風
景に埋もれてしまっている。

これに似た感覚をつい先日、熊本市内を
流れる白川に架かる長六橋でも、散歩をし
ながら感じた。橋の中央部分の両側に 4 体
の裸婦像が佇んでおり、ここも白川を渡っ

て、街に向ったり、郊外に向かう大量の車
や人々が行き交う場所であり、彫刻が設置
されているものの、日常の風景に埋没して
しまっている。

また、これら御堂筋に設置された彫刻作
品の主題を見たところ、29 作品のうち、
26 体が女性像で、そのうち 16 体が裸婦像
である。すなわち、女性像の６割以上が裸
婦像であり、公共の野外彫刻における裸体
率の高さを伺うことができる。小田原氏も
図 1 の《平和の偶像》以来、平和の裸婦像
が瞬く間に日本に普及していると述べてい
るが、御堂筋の作品群もその一例と言える
であろう。「平和」という言葉は背負わな
いが。

ここで少し野外彫刻における裸婦像につ
いて考えてみると、「裸婦像 nude 」につい
て、『ザ・ヌード』を著した K・クラーク
や『イメージ 視覚とメディア』を著した
J・バージャーは、ヌードは「見られるこ
と」あるいは展示され、オブジェとして見
られることを前提としたものだと言ってい
る3。すなわち、多くの美術館にある裸婦
像は「見ること」を前提とする美術館とい
う文脈で成立している。

それでは、御堂筋の沿道に設置された裸
婦たちはどうだろう？果たして、見られて
いるのだろうか？御堂筋の裸婦像も熊本の
長六橋の裸婦像も巻末の写真でも明らかの
ように、野外に放たれた裸婦像は、車や
人々が行き交う喧騒の中に佇み、もはや
「見ること」が前提とならない、その風景
の一部と化し、美術館で裸婦像を見るよう
には見られないのである。

つまり、「見ること」を前提とした裸婦
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像が「そう」でなくなるのである。さらに
言えば、近代以来、銅像彫刻が背負ってき
た「モニュメンタル性」からも解放された
と言えるのではないだろうか。またかつ
て、ロザリンド・クラウスがロダンの《地
獄門》《バルザック像》の失敗と、《考える
人》の誕生および台座の喪失から、彫刻の
モダニズムの幕が上がったと唱えたが .4、
これらの裸婦像たちも、台座の上には立つ
ものの、台座はその像とそこが立っている
場所を紐付ける力は有していないのであ
る。

裸婦像は美術館という舞台から、公共の
場に舞台を変えることで、見ることを前提
としない、「風景」に変換したと言えない
だろうか？そういった意味では「モダニズ
ム」な現象と言える。

３．ワンピース熊本復興プロジェクトをめ
ぐる。

以上、大阪の御堂筋彫刻ストリートの裸
婦像や熊本の長六橋に佇む裸婦像を歩い
て、野外彫刻における裸婦像についての私
見を展開した。

次に日本における「彫像建立癖」という
現象の中で、近年顕著になっていくアニメ
や漫画のキャラクターの銅像の場合を少し
考えたいと思う。

そこで本小稿では熊本地震の復興プロ
ジェクトである「ワンピース熊本復興プロ
ジェクト」による銅像設置を取り上げる。

2016 年より展開している「ワンピース
復興プロジェクト」のうち、2018 年 11 月
末に麦わら一味の船長ルフィ像（熊本県
庁）が完成した。その後、現在までサンジ

像（益城町）、ウソップ像（阿蘇駅）の 3
体の銅像が完成し（資料編②、③）、今後
2019，2020 年度にかけて残り６体が完成
する予定である。

現在完成したワンピース銅像 3 体につい
て、実際現場へ赴き、各像を撮影してきた
（各像については巻末の【資料編：ONE 

PIECE 熊本復興プロジェクト～麦わらの一
味「ヒノ国」復興編】を参照）。それらの
銅像を紹介しながら、その銅像がある風景
について前述の御堂筋彫刻ストリートの彫
刻作品と比較しながら私見を述べてみた
い。

まずはこのワンピース熊本復興プロジェ
クト～麦わら一味「ヒノ国」復興編につい
て説明したい。このプロジェクトは熊本地
震（2016 年 4 月）直後にワンピース作者の
漫画家・尾田栄一郎氏が熊本に届けたメッ
セージから始まっている（資料編①）。そ
して、第一弾として 2016 年に熊本県内で
スタンプラリーやラッピング列車のプロ
ジェクトが実施され、翌 2017 年の第二弾
ではワンピース連載 20 周年に合わせ、尾
田氏と集英社から熊本県内の新成人に特別
メッセージと記念品贈呈。2018 年 4 月には
尾田氏が「県民栄誉賞」を授与され、その
受賞を記念して 2018 年 11 月 30 日にルフィ
像が完成した。それ以後、熊本県下（県庁
プロムナード（2018 年）、阿蘇駅、益城
町、御船町、熊本市動植物園（2019 年
度）、大津町、西原村、南阿蘇村、高森町
（2020 年度））に麦わら一味の銅像が設置
されていくというプロジェクトである（ワ
ン ピ ー ス 熊 本 復 興 プ ロ ジ ェ ク ト HP

〔https://op-kumamoto.com〕参照）。
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この麦わら一味の銅像設置には、ストー
リーがあり、それに基づき順次像が設置さ
れていく。その物語はこうだ。

「熊本こと「ヒノ国」に上陸した麦わら
一味は、熊本地震の被害が広範囲に及び、
今なお住民が苦しんでいることを知りま
す。そこで船長ルフィが、一味の仲間たち
に被災地の復興の手助けを指示！仲間たち
はそれぞれの特技で被災地の困り事を解決
し、復興へのエールを送るルフィのもと
（県庁）で再会を誓います。」（ワンピース
熊 本 復 興 プ ロ ジ ェ ク ト HP〔https://op-

kumamoto.com〕より引用）
それゆえ、船長のルフィは熊本県庁プロ

ムナードに立ち、指示をしているのであ
る。ルフィ像は右手の拳を天高くつき上
げ、左掌もぎゅっと腰で握り、大地を踏み
しめている（資料編④）。ルフィ像の台座
にはワンピースのロゴと「MONKEY・
D・LUFFY」の文字が見え、台座背面には
作 者 の「尾 田 栄 一 郎 　 県 民 栄 誉 賞 　
2018/4/15　協力：集英社「週刊少年ジャ
ンプ」編集部」と刻まれる。台座としては
必要最小限な情報しかなく、キャラクター
の作者である「尾田栄一郎」の名は見える
が、これを製作した者（作り手）の名は見
えない5。前出の御堂筋彫刻ストリートの
場合は作品タイトルと制作者の名はしっか
りと銅像とともに刻まれていた。他のサン
ジ、ウソップの各像の台座も「県民栄誉賞
2018/4/15」の文字を欠く以外は同じであ
る。

益城町交流情報センターミナテラスの交
流広場に設置されたサンジ像（資料編⑤）
は、隣接する陸上競技場を背に、情報セン

ターの建物の方を向いて颯爽と立ってい
る。左手で持つトレーの上の皿にはエビの
爪らしきものやイカやタコと思しき足が盛
られている（資料編⑤左手の持物）。

熊本地震で震度７を二度経験し、甚大な
被害が受けた益城町、町内の７つの小中学
校の給食を作っていた「給食センター」が
被災し、その再建には 2 年の歳月がかかっ
た。そんな益城町にコックであるサンジは
駆けつけ、地元農産物を使い、美味しく温
かい給食を作るのである。左手のトレーの
上のお皿の海の幸はサンジの「海のコッ
ク」を表す持物なのであろう。

次に阿蘇駅の広場前に設置されたウソッ
プ像は、左手を天高く突き出し、左手の人
差し指はピーンとまっすぐ天の方を指して
いる（資料編⑥）。「狙撃手」としてのウ
ソップは、それを特徴付けるパチンコを背
中に背負っている。ウソップは緑（自然）
の力を操る道具で、草原の再生を手助け
し、住民の誇りと笑顔を取り戻す任務を
負っているようだ。ウソップ像は阿蘇駅の
方を向いて雄大な自然の阿蘇山を背に設置
されている。天を指し示した左手の人差し
指には地域の人々や阿蘇を訪れる人々に力
強さを与え、岩に置かれた左足にもその力
がみなぎっているように表されているよう
に思える。

現在、麦わら一味の船長のルフィ像を筆
頭に、仲間のサンジ、ウソップの二人、被
災地した地域に派遣され、それぞれの特技
や武器を駆使して、復興の手助けをしてい
るのである。造形的にみても、それぞれの
ストーリーを背負った姿がしっかりと形に
なって表れている。
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また、実際現場に行って、感じたのは年
末の冬休みに入ったとしても、それらの像
を訪れる人々が多いことである。ワンピー
ス資料編③の新聞記事でも、除幕式の際の
記事であるが、子供連れの親子がその銅像
と一緒に写真をおさめる光景がそこには
あった。ルフィ像も平日の夕方に撮影を実
施したが、ルフィ像が目的でないとして
も、県庁に用事があったスーツを着込んだ
サラリーマン風の大人たちも帰り際、ス
マートフォンのカメラで写真を撮る光景に
何度も出くわした。

前述した御堂筋彫刻ストリートの彫刻の
裸婦像とは異質な雰囲気を実際現場に赴い
て感じた。ではこの銅像の裸婦像と麦わら
い一味の銅像にはどんな差があるのだろう
か？その点について最後に自分の私見を述
べて本小稿の結びとしたい。

おそらくその違いは、御堂筋の裸婦像の
作品のテーマは「人間賛歌」を掲げ、それ
で作品を収集しており、裸婦像そのものが
場所にひもづく必要がないのである。それ
に対して、麦わら一味の銅像は、台座こそ
キャラクターの名前を及び作成者尾田栄一
郎氏の名前と「週刊ジャンプ」など場所に
ひもづく要素は含まれていないが、尾田氏
が届けたメッセージやそこから生まれた麦
わら一味が熊本復興のために「動く」とい
うストーリーがこれらの像には付帯してい
るので、もちろん「ワンピース」の人気と
いうこともあると言えるが、それぞれの像
が熊本の被災した地に降り立ち、キャラク
ターの特徴・特技を活かして、ストーリー
ができており、この被災地を含めたストー
リー展開と銅像の組み合わせが、御堂筋彫

刻ストリートや熊本の長六橋の裸婦たちと
は異なる風景を作っているのではないかと
考える。

さらに両者の違う点として、御堂筋の彫
刻は制作者の名称が出ており、麦わら一味
のそれはキャラクターの作者が台座に刻ま
れることである。この点も今後の彫刻を考
える上での重要なポイントになっていくだ
ろう。

今後も、麦わら一味の銅像については引
き続き、実地調査をして、また「銅像」と
いう観点から、どこかの機会で紹介できれ
ばと考えている。

今後もこの銅像を歩く旅は続いていく。
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図1　平和の群像　1951年
菊池一雄制作　三宅坂小公園

（木下直之監修『東京の銅像を歩く（ポケット
ヴィジュアル）』祥伝社、2011年、p.93より転
載）

図２　五代友厚君像・土居通夫君像・稲
畑勝太郎君寿像　
大阪商工会議所（筆者撮影）

図２　五代友厚君像の台座及び碑文　大阪商工会議所（筆者撮影）
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図3　島津斉彬公之像　1917年
朝倉文夫制作　鹿児島市照国町
（筆者撮影）

図４　長六橋（熊本市）を行き交う車（上）及び彫像の前を通り過
ぎる人（下）

　　　2019年12月28日（土）（筆者撮影）
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図４　遥　古賀勝 作　
長六橋（筆者撮影）

図４　香魂　本山十三 作　
長六橋（筆者撮影）

図４　みなも　川上順一 作　
長六橋（筆者撮影）

図４　芽生え　石原昌一 作　
長六橋（筆者撮影）
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【御堂筋彫刻ストリート作品集　
　　　　　　　　　W01-14】

御堂筋彫刻ストリートマップ
西側銅像数字（W01-14）
東側銅像数字（E01-15）

W01 ダンサー
V. クロチェッティ
㈱東京銀行（三菱東京
UFJ銀行）
H.6.10

W03 水浴者
マルチェルロ・マスケ
リーニ
富士銀行（現 ㈱みずほ
銀行）
H.6.10

W05 啓示
日高正法
ハタダ株式会社 
H.6.3

W06 大空に
桑原巨守
㈱武田薬品工業 
H.8.3

W07 イヴ
オーギュスト・ロダン
大阪瓦斯株式会社 
H.4.8

W02 ボジョレーの娘
富永直樹
㈱三井住友海上火災保険
H.20.5

W04 ヘクテルとアンドロマケ
ジョルジオ・デ・キリコ
㈱日本興業銀行（現 ㈱みずほ銀行）
H.6.10
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W11 アコーディオン弾き
オシップ・ザツキン
㈱竹中工務店
H.5.10

W13 二つに分断された人体
ヘンリー・ムーア
㈱伊藤忠商事 
H.6.10

W14 布
佐藤忠良
㈱大和銀行（現 ㈱りそな銀行）
H5.3

W08 踊り子
フェルナンド・ボテロ
㈱長谷工コーポレーション
H.5.1

W09 女のトルソ
オシップ・ザツキン
湯浅富一・湯浅禮子
H.21.5

W10 レイ
佐藤忠良
㈱三井不動産
H5.1

W12 髪をとく娘
バルタサール・ロボ
㈱淀川製鋼所
H.9.3
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【御堂筋彫刻ストリート作品集E01-15】

E01 みどりのリズム
清水多嘉示
㈱第一勧業銀行（現 ㈱みずほ銀行）
H.6.10

E02 休息する女流彫刻家
アントワーヌ・ブールデル
日本生命保険相互会社
H.6.10

E03 座る婦人像
エミリオ・グレコ
㈱大林組
H.6.10

E04 姉妹
中村晋也
㈱東京海上火災保険（現 ㈱東
京海上日動火災保険）H.6.10

E05 みちのく
高村光太郎
㈱三和銀行（現 ㈱三菱東京UFJ銀行）
H.6.10

E06 陽光（ひかり）の中で
佐藤敬助
㈱アクセス　
H.15.9

E07 ジル
朝倉響子
㈱さくら銀行（現 ㈱三井住友銀行）
H.5.10

E08 火の玉No.1
フィリップ・キング
㈱大阪ウォーターフロント開発
H.5.10
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E09 若い女
桜井祐一
㈱日本長期信用銀行（現 ㈱新
生銀行） 
H.8.3

E12 道東の四季ー春ー
舟越保武
㈱清水建設
H.5.10

E14 ヴェールを持つヴィーナス
オーギュスト・ルノワール
鴻池グループ
H.5.3

E13 ブレンダのヴィーナス
フランチェスコ・メッシーナ
㈱三保造船所
H.6.10

E15 少年と少女
リン・チャドウィック
大阪市
H.8.3

E10 腕を上げる大きな女
アントワーヌ・ブールデル
㈱住友銀行（現 ㈱三井住友銀行）
H.5.10

E11 渚
淀井敏夫
㈱田村駒
H.5.10
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【資料編：ONE PIECE 熊本復興プロジェクト～麦わらの一味「ヒノ国」復興編】

①熊本地震直後、4月 17日に熊本出身の漫画家尾田栄
一郎氏が送ったメッセージ

  （https://op-kumamoto.com より転載）
②ワンピース熊本復興プロジェクト～麦わら一味「ヒ
ノ国」復興編に関する熊本県の広報誌の記事
（「県からのたより」2019年 12月 No.132【熊本県広
報誌】より転載）

③ワンピース銅像 3体目ウソップ像（阿蘇駅前）の除幕式
を伝える記事
（熊本日日新聞朝刊2019年12月10日（火）より転載）
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④ルフィ像 正面
　熊本県庁プロムナード（筆者撮影）

④ルフィ像 台座背面
　熊本県庁プロムナード（筆者撮影）

④ルフィ像 台座正面
　熊本県庁プロムナード（筆者撮影）

④ルフィ像 背面
　熊本県庁プロムナード（筆者撮影）
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⑤サンジ像 正面
益城町交流情報センターミナテラス
（筆者撮影）

⑤サンジ像 台座（正面・背面）
益城町交流情報センターミナテラス
（筆者撮影）

⑤サンジ像 左手持物
益城町交流情報センターミナテラス
（筆者撮影）

⑤サンジ像 背面
益城町交流情報センターミナテラス
（筆者撮影）
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⑥ウソップ像 台座（正面・背面）
阿蘇駅（筆者撮影）

⑥ウソップ像 正面
阿蘇駅（筆者撮影）

⑥ウソップ像 背面
阿蘇駅（筆者撮影）

⑥ウソップ像と阿蘇駅
（筆者撮影）
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